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令和４・５年度の活動の振り返りについて 

 

① 高校生での MM 出前授業を見据えたツールの内容検討・活用について 

【目的】 

 これまで、本市では小学校への出前授業や、市営交通マナーポスターコンクール、MM 啓発グッズ

の作成等を実施してきています。これらの取組の対象は主に小学生であり、より幅広い世代へも取

組を広げていきたいと考えています。 

 その中で、より社会参加に近く、公共交通の利用頻度が高い高校生に対し、出前授業や資料配布

等による MM推進を検討しました。 

 

【検討の流れ】 

 

【検討状況】 

   出前授業やリーフレットの内容を検討する段階で、環境問題の視点に加え、生活インフラとして

の公共交通の重要性といったまちづくりの視点等、幅広くテーマが挙げられました。 

一方で、高校生がこの社会問題に主体的に取り組みたくなるような動機づけや、取り組む意義に

ついての更なる整理が必要となっています。 

また、この取組を実施する場合は「総合的な探求の時間」を活用することが想定されますが、本

授業は年間を通したカリキュラムであり、１度きりではなく、継続的フォローを行うことが求めら

れているため、早期の実施には実施体制に課題がある状況です。 

第 21 回モビリティマネジメント推進部会 

令和６年３月８日       資料１ 



2 

 

② 小中学校におけるＭＭ出前授業での授業教材の内容更新検討について 

【目的】 

 本市では平成 24 年より、小中学校への出前授業を実施しており、使用する教材については都度

更新を行っていますが、①の取組を検討する中で生まれたアイデアも活かし、改善していくこと

を目指すものです。 

 

【実施概要】 

    これまでの授業では「環境問題」が比較的大きなテーマとなっています。一方で、近年は交通

事業者の厳しい経営状況の中で、公共交通の利用を促し、高齢者をはじめとした地域住民の移動

手段を確保することが「まちづくり」の視点からも重要であるといった意見が部会の中でありま

した。 

    そこで、令和５年度の出前授業では、先生と相談しながら、上記の内容も取り入れた授業も実

施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

                              

   【参考】出前授業で使用したスライド（一例） 

 


